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指導改善のポイント 

結果分析報告【各学年各教科，統一した様式（Ａ４ ２～３ページ構成）とする。】 

中学校２年生 理科 

１ 全体的な傾向の分析・考察＜１年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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 各領域で平均回答率が目標値を上回るが，｢植物の生活と種類｣において，もっとも大きく上回る（+4.5ポ

イント）。｢大地の成り立ちと変化｣では他の３領域に比べて正答率が非常に低い（37.7%）。 

 設問別にみると，1(1)の問題が今回の調査でもっとも正答率が高い（91.2％）。この設問は被子植物と裸

子植物を分ける観点を４択で選ばせるものである。観察をとおし，学習事項がよく定着しているものと考え

られる。また，４択問題は短答や記述の設問に比べて正答率が高いが，４択問題でもっとも正答率が低いも

のが 2(2)である（25.5%）。この設問では，植物の葉の裏からの蒸散量を各条件から比較して求め選択肢を

選ぶものである。もっとも多かった解答は茎からの蒸散量を考慮しなかった選択肢で，正答を上回る

（38.0%）。葉の裏側の蒸散量が多いことはある程度定着していると考えられるが，葉の表や茎からも蒸散

していることを指導していく必要がある。表現力をみる記述式の設問は 2問あるが，2(1)蒸散量を求めるた

めメスシリンダーの表面に油をたらす理由を記述させる問題では正答率 66.3%だったのに対し，12(2)斑状組

織になるマグマの冷え方を記述させる問題では正答率28.9％と差が見られた。表現力・記述解答に苦手傾向

があるというよりは，マグマが地表付近で短い時間で冷えると結晶が大きくならないという感覚が持ちにく

いのではないかと考えられる。 

   

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

5 (2) 
身近な物理現象 

床に加える圧力が最も大きくなるような直方体の物体の置き方が

わかり，その圧力を求めることができる。 

 

問題 5(2) 床が直方体Xから受ける圧力が最も大きくなるのは，面A～Cのどの面を上にして置いたときで

すか。また，そのときの圧力は何Paですか。１Pa＝１N／㎡として求めなさい。 

＊直方体X（0.2m×0.4m×0.3m）の面A～Cを示す図，直方体Xの質量（600g），床が水平，100gには

たらく重力が 1N，直方体Xは均質である の条件あり。 

 

正答（19.7%） 誤答（正答以外の解答 67.8%，無回答 12.5%） 

面…B 圧力…100（Pa） 面…B 圧力…6（Pa）など  
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２ 指導改善に向けて 

今回の調査で最も正答率が低く，唯一目標値から 5ポイント以上低かった設問である。正解するためには

もっとも圧力が大きくなる置き方が分かり，さらに圧力を計算する必要がある。圧力を求めるためには，床

の接面積や質量から床を押す力の大きさを求めるなどのプロセスを理解している必要がある。物理量を扱う

初歩の段階であり，実感を伴いやすい物理量でもあることから，しっかりした定着が望まれる。また，圧力

そのものについての理解に加え，計算の技能が求められるが，N，Paの単位系では面積の単位に㎡を使わな

ければならず実感を伴いにくい。さらに㎡で計算するには，机上スケールの例では小数を用いなければなら

ないことも正答率を下げている要因と考えられる。 

 

３ 改善事例「 圧力とはなにか 」 

１ 指導のねらい 

  平方メートル単位の試料を使って圧力を計算し，Paを使った圧力の計算を習熟させる。 

２ 具体例 

①いくつかの段ボール箱を貼り合わせて（もしくは冷蔵庫の箱など），１辺が１ｍ以上の大きな直方体を

準備する。 

②それぞれの面を下にしたときの床に与える圧力を計算する。 

 ③cm単位の机上スケールの箱で，圧力を計算する。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

12 (1) 大地の成り

立ちと変化 

火山岩のつくりに見られる大きな鉱物の部分を｢斑晶｣ということがわ

かる。 

 

問題 12(1)図１の火成岩のつくりで，比較的大きな鉱物の部分Xを何といいますか。 

＊図１は火成岩の表面をみがいてルーペで観察したスケッチ。 

 

正答（30.6%） 誤答（正答以外の解答 46.4%，無回答 23.0%） 

斑晶 石基など 

 

２ 指導改善に向けて 

今回の調査で最も無回答が多かった設問である。この設問は単純に名称を答えさせる問題だが，語句を覚

えていないと答えることができない。無回答が多いことから斑晶という語句の定着度が低いと考えられる。

少なくとも標本を観察させるなどの指導を行い，定着を図る必要がある。斑晶という語句は火山岩のつくり

でしか使わないため，この語句を使いながら観察を行うなどの改善が考えられる。例えば，身近な石材建築

物を見たり写真で撮影したり，2年生で実施する科学館学習の際に，駐車場付近にある岩石園の観察を含めた

学習をしたりと活用場面を増やしていく必要がある。また，領域｢大地の成り立ちと変化｣の正答率が低いこ

とから，単元全体の指導を工夫する必要がある。 

    

３ 改善事例「 火山活動と岩石 」 

１ 指導のねらい 

  観察を通し火山岩のつくりを印象づけ，斑晶について説明できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

①斑状組織・石基・斑晶について学習する。  

②名刺大のケント紙に２ｃｍ×２ｃｍ程度の切り欠きをあけ，表面を磨いた安山岩などにのせる。 

③切り欠きから見える部分の斑晶を色別に数える。 

④班ごとに斑晶の数を色別に発表させる。 

・活動を通し，｢石基｣｢斑晶｣などの語句を自然に用いながら観察させる。 

・なるべく斑晶がはっきりしている火山岩を選ぶ。 

 


